
１ 本校プロフィール  

本校は，辰川小学校・荒神町小学校・片山小学校の３校を統合し，平成２０年４月，荒神町小学 

校跡地に呉市立荘山田小学校として開校した。 

灰ケ峰西南山麓に広がる校区は，北は昭和地区に接する神山峠から，南は市内中央部の商店街 

まで約２．８ｋｍ，西は二河川から東は国道１８５号線近くまで約１．５ｋｍにわたる。 

 児童は，多くの友達と楽しく活動しながら，返事・あいさつや靴そろえなど，めあてをもって取り組

み，校内ボランティア活動を自主的に進める児童もいる。学校・家庭・地域がそれぞれの役割を発揮し，

子どもたちの輝きを育む教育ネットワークの構築に向けた確かな歩みを継続している。 

また，片山中学校との連携による小中一貫教育の研究を推進しており，今年度は，育成すべき資質・

能力を「知識･技能」「思考力･判断力･表現力」「協働的な態度」の３項目とし，義務教育９年間を見据え

た指導の充実に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 沿革の概要 】 

平成２０年 ３月 閉校 

平成２０年 ４月 呉市立荘山田小学校 開校 

平成１９年１１月 「ことばの教育」ステップアップ事業片山中学校区研究会開催 

 

【辰川小学校】 
 

 

 

 

 

 

 

明治４５年２月 

辰川尋常小学校とし
て 

開校 

 
 
 
 
昭和１６年４月 
辰川国民学校と改称 

 

昭和２２年４月 
呉市立辰川小学校と

改称 

【荒神町小学校】 
 

明治 ６年６月 

玉成舎として設立 
明治１０年１月 
 荘山田学校と改称 
明治２０年４月 
 呉尋常小学校と改称 
明治３６年４月 

 呉第五尋常小学校と 

改称 
明治４０年４月 

 呉市荒神町尋常小学
校と 

改称 
 

昭和１６年４月呉市 
荒神町国民学校と改

称 

 
昭和２２年４月 

 呉市立荒神町小学校と
改称 

【片山小学校】 
 

 

 

 

 

 

 

 

大正１４年３月 
 片山町尋常高等 

小学校として開校 
 

昭和 ６年４月 
 片山町尋常小学校と

改称 

昭和１６年４月 
 呉市片山国民学校と

改称 

 

昭和２２年４月 

 呉市立片山小学校と
改称 


